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ペ
ー
ジ

規　
　
　

則

〇
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
建
築
宅
地
課
）　
　

一

訓　

令　

甲

〇
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

（
建
築
宅
地
課
）　
　

五

告　
　
　

示

〇
道
路
占
用
料
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

（
道　

路　

課
）　
　

五

規　
　
　

則

　

建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
四
十
三
号

　
　
　

建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
八
年
宮
城
県
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　

第
二
条
の
見
出
し
中
「
特
定
建
築
物
」
を
「
特
定
既
存
耐
震
不
適
格
建
築
物
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
七
条
第
四
項
」

を
「
第
十
五
条
第
四
項
」
に
、「
特
定
建
築
物
」
を
「
特
定
既
存
耐
震
不
適
格
建
築
物
」
に
改
め
る
。

　

第
三
条
第
一
項
中
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２　

省
令
第
二
十
八
条
第
二
項
の
所
管
行
政
庁
が
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

　

一 　

一
般
財
団
法
人
日
本
建
築
防
災
協
会
（
昭
和
四
十
八
年
一
月
五
日
に
財
団
法
人
日
本
特
殊
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー

と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。）
を
事
務
局
と
し
て
設
置
さ
れ
た
既
存
建
築
物
耐
震
診
断
・
改
修
等

推
進
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
に
耐
震
判
定
委
員
会
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
団
体
（
以
下
「
判
定
委
員
会
」

と
い
う
。）
が
発
行
す
る
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
計
画
の
判
定
書
（
以
下
「
耐
震
改
修
計
画
判
定
書
」
と
い
う
。）

の
写
し
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類

　

二　

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

　

第
三
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
七
項
及
び
第
八
項
」
を
「
第
二

十
八
条
第
一
項
か
ら
第
七
項
ま
で
、
第
九
項
及
び
第
十
項
」
に
改
め
、「
添
え
る
」
の
下
に
「
書
類
及
び
」
を
加
え
、「
Ａ

４
」
を
「
Ａ
列
四
番
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。

　

第
四
条
第
一
項
中
「
第
九
条
第
一
項
」
を
「
第
十
八
条
第
一
項
」
に
、「
省
令
第
二
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、

第
七
項
及
び
第
八
項
」
を
「
変
更
後
の
建
築
物
に
係
る
耐
震
改
修
計
画
判
定
書
の
写
し
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類
（
前

条
第
二
項
第
一
号
の
書
類
を
提
出
し
た
場
合
に
限
る
。）
並
び
に
省
令
第
二
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
七
項
ま
で
、
第
九

項
及
び
第
十
項
」
に
改
め
る
。

　

第
五
条
中
「
認
定
事
業
者
は
、
認
定
建
築
物
」
を
「
法
第
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
計
画
の
認
定
を
受
け
た
事
業

者
は
、
計
画
認
定
建
築
物
」
に
改
め
る
。

　

第
五
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

　

（
建
築
物
の
地
震
に
対
す
る
安
全
性
に
係
る
認
定
申
請
書
）

第
六
条　

省
令
第
三
十
三
条
第
一
項
の
所
管
行
政
庁
が
規
則
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

　

一 　

省
令
第
三
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
図
書
を
添
付
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十

五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
条
第
五
項
、
第
七
条
の
二
第
五
項
又
は
第
十
八
条
第
十
六
項
の
検
査
済
証
（
以
下

「
検
査
済
証
」
と
い
う
。）
の
写
し
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類

　

二　

省
令
第
三
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
図
書
を
添
付
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
項
の
表
に
掲
げ
る
書
類

　

三　

建
築
物
現
況
調
査
報
告
書
（
様
式
第
四
号
）

　

四 　

建
築
基
準
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
要
す
る
建
築
物
に
あ
っ
て
は
、
法
第
二
十
二
条
第
一
項

の
認
定
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
日
前
の
直
近
に
知
事
に
提
出
し
た
当
該
報
告
に
係
る
報
告
書
（
以
下
「
定
期
報
告

書
」
と
い
う
。）
の
副
本
の
写
し
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類

　

五　

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

２　

省
令
第
三
十
三
条
第
二
項
第
一
号
の
所
管
行
政
庁
が
規
則
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

　

一　

検
査
済
証
の
写
し
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類

　

二　

次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
書
類

　
　

イ　

判
定
委
員
会
が
発
行
す
る
耐
震
診
断
に
係
る
判
定
書
（
以
下
「
耐
震
診
断
判
定
書
」
と
い
う
。）
の
写
し

　
　

ロ　

耐
震
改
修
計
画
判
定
書
の
写
し
及
び
耐
震
改
修
工
事
施
工
報
告
書
（
様
式
第
五
号
）

　
　

ハ　

イ
又
は
ロ
に
代
わ
る
書
類

　

三　

省
令
第
三
十
三
条
第
一
項
の
表
に
掲
げ
る
書
類
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四　

建
築
物
現
況
調
査
報
告
書
（
様
式
第
四
号
）

　

五 　

建
築
基
準
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
要
す
る
建
築
物
に
あ
っ
て
は
、
定
期
報
告
書
の
副
本
の

写
し
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類

　

六　

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

３　

省
令
第
三
十
三
条
第
二
項
第
二
号
の
所
管
行
政
庁
が
規
則
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

　

一　

省
令
第
三
十
三
条
第
一
項
の
表
に
掲
げ
る
書
類

　

二　

建
築
物
現
況
調
査
報
告
書
（
様
式
第
四
号
）

　

三 　

建
築
基
準
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
要
す
る
建
築
物
に
あ
っ
て
は
、
定
期
報
告
書
の
副
本
の

写
し
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類

　

四　

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

４ 　

前
三
項
及
び
省
令
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
申
請
書
に
添
え
る
書
類
及
び
図
書
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
四
番

の
大
き
さ
に
折
り
畳
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
基
準
適
合
認
定
建
築
物
の
地
震
に
対
す
る
安
全
性
に
関
す
る
報
告
）

第 

七
条　

法
第
二
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
報
告
は
、
基
準
適
合
認
定
建
築
物
の
地
震
に
対
す
る
安
全
性
に
関
す
る

報
告
書
（
様
式
第
六
号
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

　

（
区
分
所
有
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
必
要
性
に
係
る
認
定
申
請
書
）

第
八
条　

省
令
第
三
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
所
管
行
政
庁
が
規
則
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

　

一　

耐
震
診
断
判
定
書
の
写
し
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類

　

二　

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

　

（
要
耐
震
改
修
認
定
建
築
物
の
地
震
に
対
す
る
安
全
性
に
関
す
る
報
告
）

第 

九
条　

法
第
二
十
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
報
告
は
、
要
耐
震
改
修
認
定
建
築
物
の
地
震
に
対
す
る
安
全
性
に
関
す

る
報
告
書
（
様
式
第
七
号
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

　

様
式
第
一
号
中
「特

定
建
築
物
の

」
を
「特

定
既
存
耐
震
不
適
格
建
築
物
の

」
に
、

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、「第

７
条
第
４
項

」
を
「第

15

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

条
第
４
項

」
に
、
「

建
築
物
の
所
在
地

」
を
「

敷
地
の
地
名
地
番

」
に
、

「
 

を　
　
　
　
　
　
　
　

 

」　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

 

に
、「耐

震
関
係
規
定

 

」　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
又
は
法
第
４
条
第
２
項
第
３
号
に
掲
げ
る
事
項
に
対
す
る

」
を
「技

術
指
針
事
項
へ
の

」
に
、「第

２
条
各
項

」
を
「第

28条
各
項

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
二
号
中
「第

８
条
第
３
項

」
を
「第

17条
第
３
項

」
に
、「第

９
条
第
１
項

」
を
「第

18条
第
１
項

」
に
、

「

認
定
建
築
物
の
位
置

」
を
「

計
画
認
定
建
築
物
の

敷
地
の
地
名
地
番

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
三
号
中
「認

定
建
築
物
に

」
を
「計

画
認
定
建
築
物
に

」
に
、「，

住
所
及
び
氏
名

」
及
び
「，

氏
名
又
は

名
称

」
を
「，

住
所
又
は
主
た
る
事
務
所
及
び
氏
名
又
は
名
称

」
に
、
「

認
定
建
築
物
の
位
置

」
を

「

計
画
認
定
建
築
物
の

敷
地
の
地
名
地
番

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
三
号
の
次
に
次
の
四
様
式
を
加
え
る
。

特
定
建
築
物

の
所
有
者
住
所
又
は
主
た
る

事
務
所
の
所
在
地

氏
名
又
は
名
称

電
話
番
号

特
定
既
存
耐

震
不
適
格
建

築
物
の
所
有

者
　

住
所
又
は
主
た
る

事
務
所
の
所
在
地

氏
名
又
は
名
称

電
話
番
号

に
対
す
る

安
全
性
の
概
要
屋
根
ふ
き
材
等
及
び

建
築
設
備
の
状
況

建
築
物
の
敷
地
の
状
況

建
築
物
の

技
術
指
針
事
項

へ
の
適
合
状
況

建
築
物
の
地
震

耐
震
関
係
規
定
又
は
法
第

４
条
第
２
項
第
３
号
に
掲

げ
る
事
項
へ
の
適
合
状
況
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様
式
第
4
号
（
第
６
条
関
係
）

建
築
物
現
況
調
査
報
告
書

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
殿

 
建
築
物
の
　
住
所
又
は
主
た
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
所

有
者
　
事
務
所
の
所
在
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
氏
名
又
は
名
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　

 
電
　
話
　
番
　
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
下
記
の
建
築
物
に
つ
い
て
，
現
況
調
査
を
行
っ
た
結
果
，
建
築
物
の
地
震
に
対
す
る
安
全
性
に
つ
い
て
確
認

し
た
の
で
，
下
記
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。
こ
の
申
請
書
に
記
載
の
事
項
は
，
事
実
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
者
の
資
格
，
住
所
又
は
主
た
る

住
所
地
及
び
氏
名
又
は
名
称
　
　
　
　
級
建
築
士
　
　
　
　
登
録
第
　
　
　
　
　
　
　
　
号

建
築

物
の

名
称

建
築
物
の
敷
地
の
地
名
地
番

確
認
済
証
の
交
付
年
月
日
番
号

　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
　
　
第
　
　
　
　
　
　
　
号

検
査
済
証
の
交
付
年
月
日
番
号

　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
　
　
第
　
　
　
　
　
　
　
号

直
近
の
検
査
済
証
の
交
付
以
後
の

建
築
物
の
増
改
築
の
履
歴

□
増
改
築
等
の
履
歴
な
し

□
増
改
築
等
の
履
歴
あ
り

　
　
〔
 増
改
築
等
の
状
況
及
び
建
築
物
の
地
震
に
対
す
る
安
全
性
に
係

る
基
準
へ
の
適
合
状
況
〕

建
築
物
の
劣
化
状
況
の
有
無

□
著
し
い
劣
化
な
し

□
著
し
い
劣
化
あ
り

　
　
〔
劣
化
の
状
況
及
び
改
善
状
況
〕

※
添
付
図
書

　
１
　
調
査
者
で
あ
る
建
築
士
の
建
築
士
免
許
証
の
写
し

　
２
　
付
近
見
取
図
，
配
置
図
，
各
階
平
面
図
，
基
礎
伏
図
，
各
階
床
伏
図
，
小
屋
伏
図
及
び
構
造
詳
細
図

様
式
第
5
号
（
第
６
条
関
係
）

耐
震
改
修
工
事
施
工
報
告
書

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
殿

 
建
築
物
の
　
住
所
又
は
主
た
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
所

有
者
　
事
務
所
の
所
在
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
氏
名
又
は
名
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　

 
電
　
話
　
番
　
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
下
記
の
建
築
物
に
つ
い
て
，
耐
震
改
修
工
事
を
行
っ
た
結
果
，
耐
震
関
係
規
定
又
は
法
第
22条
第
２
項
の
国

土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
，
下
記
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。
こ
の
申
請

書
に
記
載
の
事
項
は
，
事
実
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
者
の
資
格
，
住
所
又
は
主
た
る

住
所
地
及
び
氏
名
又
は
名
称
　
　
　
　
級
建
築
士
　
　
　
　
登
録
第
　
　
　
　
　
　
　
　
号

建
築

物
の

名
称

建
築
物
の
敷
地
の
地
名
地
番

耐
震
改
修
計
画
の
策
定
者
の
資
格
，

住
所
又
は
主
た
る
住
所
地

及
び
氏
名
又
は
名
称

　
　
　
　
級
建
築
士
　
　
　
　
登
録
第
　
　
　
　
　
　
　
　
号

第
三
者
機
関
が
計
画
を
判
定
し
た
建

築
物
に
あ
っ
て
は
第
三
者
機
関
の

名
称
及
び
判
定
年
月
日
及
び
番
号

第
三
者
機
関
名

　
　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
　
　
第
　
　
　
　
　
　
号

工
事
監
理
者
の
資
格
，

住
所
又
は
主
た
る
住
所
地

及
び
氏
名
又
は
名
称

　
　
　
　
級
建
築
士
　
　
　
　
登
録
第
　
　
　
　
　
　
　
　
号

工
事
施
工
者
の
資
格
，

住
所
又
は
主
た
る
住
所
地

及
び
氏
名
又
は
名
称

耐
震
改
修
工
事
の
概
要

※
添
付
図
書

　
１
　
調
査
者
で
あ
る
建
築
士
の
建
築
士
免
許
証
の
写
し

　
２
　
付
近
見
取
図
，
配
置
図
，
各
階
平
面
図
，
基
礎
伏
図
，
各
階
床
伏
図
，
小
屋
伏
図
及
び
構
造
詳
細
図
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様
式
第
7
号
（
第
９
条
関
係
）

要
耐
震
改
修
認
定
建
築
物
の
安
全
性
に
関
す
る
報
告
書

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
殿

 
要
耐
震
改
修
　
住
所
又
は
主
た
る
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
認
定
建
築
物
の
　
務
所
の
所
在
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
区
分
所
有
者
　
氏
名
又
は
名
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　

 
電

話
番

号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
27条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
　
　
年
　
　
月
　
　
日
付
け
　
　

第
　
　
号
で
知
事
か
ら
報
告
の
求
め
の
あ
っ
た
次
の
要
耐
震
改
修
認
定
建
築
物
の
地
震
に
対
す
る
安
全
性
に
関

す
る
事
項
は
，
次
の
と
お
り
で
す
。

法
第
25条
第
２
項
の
認
定
年
月
日
番
号

　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　
第
　
　
　
　
号
　

建
築
物
の

名
称

建
築
物
の

敷
地
の

地
名
地
番

建
築
物

の
用
途

建
築
物

の
概
要

構
造

階
数
地
　
　
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
階
／
地
　
　
上
　
　
　
　
　
　
階

面
積
建
築
面
積
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎡
／
延
べ
面
積
　
　
　
　
　
　
㎡

耐
震
改
修
計
画
の
状
況
済
・
設
計
中
・
未
了
（
着
手
予
定
：
　
　
　
年
　
月
　
日
）

耐
震
改
修
工
事
の
予
定
着
手
予
定
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
月
　
日

耐
震
改
修

の
概
要

耐
震
改
修
の
内
容

耐
震
改
修
を
し
た
こ
と
に
よ
る

地
震
に
対
す
る
安
全
性

※
添
付
図
書

　
１
　
法
第
25条
第
２
項
に
掲
げ
る
事
項
に
対
す
る
適
合
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
図
書

　
２
　
付
近
見
取
図
，
配
置
図
，
各
階
平
面
図
，
基
礎
伏
図
，
各
階
床
伏
図
，
小
屋
伏
図
及
び
構
造
詳
細
図

様
式
第
6
号
（
第
７
条
関
係
）

基
準
適
合
認
定
建
築
物
の
安
全
性
に
関
す
る
報
告
書

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
殿

 
基
準
適
合
認
定
　
住
所
又
は
主
た
る
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
建
築
物
の
所
有
者
　
務
所
の
所
在
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
氏
名
又
は
名
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　

 
電

話
番

号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
24条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
　
　
年
　
　
月
　
　
日
付
け
　
　

第
　
　
号
で
知
事
か
ら
報
告
の
求
め
の
あ
っ
た
次
の
基
準
適
合
認
定
建
築
物
の
地
震
に
対
す
る
安
全
性
に
関
す

る
事
項
は
，
次
の
と
お
り
で
す
。

法
第
22条
第
２
項
の
認
定
年
月
日
番
号

　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　
第
　
　
　
　
号
　

建
築
物
の

名
称

建
築
物
の

敷
地
の

地
名
地
番

建
築
物

の
用
途

建
築
物

の
概
要

構
造

階
数

地
　
　
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
階
／
地
　
　
上
　
　
　
　
　
　
階

面
積

建
築
面
積
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎡
／
延
べ
面
積
　
　
　
　
　
　
㎡

法
第
22条

第
２
項
に

掲
げ
る
事

項
へ
の
適

合
状
況

※
添
付
図
書

　
１
　
法
第
22条
第
２
項
に
掲
げ
る
事
項
に
対
す
る
適
合
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
図
書

　
２
　
付
近
見
取
図
，
配
置
図
，
各
階
平
面
図
，
基
礎
伏
図
，
各
階
床
伏
図
，
小
屋
伏
図
及
び
構
造
詳
細
図
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附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２ 　

改
正
前
の
規
定
に
よ
る
諸
様
式
で
取
扱
い
上
著
し
く
支
障
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
改
正
後
の
規

定
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。訓　

令　

甲

〇
宮
城
県
訓
令
甲
第
十
二
号

　

建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
取
扱
規
程
（
平
成
八
年
宮
城
県
訓
令
甲
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
一
項
中
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　

第
三
条
中
「
第
九
条
第
一
項
」
を
「
第
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
二
号
中
「第

８
条
第
３
項

」
を
「第
17条
第
３
項

」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
二
号

　

道
路
占
用
料
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

道
路
占
用
料
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

道
路
占
用
料
規
程
（
平
成
九
年
宮
城
県
告
示
第
四
百
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
一
号
中
「
第
十
一
条
の
七
第
一
項
」
を
「
第
十
一
条
の
八
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
道
路
法

（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
五
条
に
規
定
す
る
事
業
（
道
路
法
施
行
令
第
十
八
条
に
規
定
す
る
事
業

を
除
く
。）
又
は
」
を
削
り
、
同
条
第
八
号
中
「
公
共
的
団
体
」
を
「
公
共
的
団
体
等
」
に
、「
第
二
条
第
一
項
第
八
号
」

を
「
第
二
条
第
一
項
第
十
号
」
に
改
め
、「
除
く
」
の
下
に
「
。
以
下
「
電
気
事
業
者
」
と
い
う
」
を
加
え
、
同
条
中

第
十
号
を
削
り
、
第
十
一
号
を
第
十
号
と
し
、
第
十
二
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
十
三
号
を
第
十
二
号
と
し
、
同
条
第

十
四
号
中
「
公
共
的
団
体
」
を
「
公
共
的
団
体
等
」
に
改
め
、
同
条
中
第
十
四
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
十
五
号
か
ら

第
十
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
十
八
号
中
「
、
灰
皿
」
を
削
り
、
同
条
中
第
十
八
号
を
第
十
七
号
と

し
、
第
十
九
号
か
ら
第
二
十
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
二
十
四
号
中
「
社
団
法
人
宮
城
県
林
業
公
社

（
」
を
「
一
般
社
団
法
人
宮
城
県
林
業
公
社
（
」
に
、「
社
団
法
人
宮
城
県
農
業
公
社
」
を
「
公
益
社
団
法
人
み
や
ぎ

農
業
振
興
公
社
」
に
、「
財
団
法
人
宮
城
県
フ
ェ
リ
ー
埠
頭
公
社
（
」
を
「
公
益
財
団
法
人
宮
城
県
フ
ェ
リ
ー
埠
頭
公

社
（
」
に
、「
財
団
法
人
宮
城
県
環
境
事
業
公
社
」
を
「
公
益
財
団
法
人
宮
城
県
環
境
公
社
」
に
、「
財
団
法
人
宮
城
県

下
水
道
公
社
（
」
を
「
一
般
財
団
法
人
宮
城
県
下
水
道
公
社
（
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
十
三
号
と
し
、
同
条
中

第
二
十
五
号
を
第
二
十
四
号
と
し
、
第
二
十
六
号
を
第
二
十
五
号
と
し
、
第
二
十
七
号
を
第
三
十
二
号
と
し
、
第
二
十

五
号
の
次
に
次
の
六
号
を
加
え
る
。

　

二 

十
六　

架
空
の
各
戸
引
込
線
（
第
八
号
及
び
第
十
四
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）
の
う
ち
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
も
の

　
　

イ　

道
路
内
に
そ
の
本
線
が
あ
る
こ
と
。

　
　

ロ 　

占
用
の
許
可
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
て
い
る
本
線
の
占
用
者
と
当
該
架
空
の
各
戸
引
込
線
の
管
理
者

が
同
一
で
あ
る
こ
と
。

　
　

ハ　

道
路
の
路
面
の
中
央
部
を
横
断
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　

ニ　

事
実
上
本
線
を
延
伸
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

　

二
十
七　

地
下
街
の
く
体
内
に
存
す
る
公
共
施
設
で
あ
る
地
下
通
路
（
店
内
通
路
を
除
く
。）

　

二 

十
八　

パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ハ
ン
デ
ィ
フ
ォ
ン
・
シ
ス
テ
ム
無
線
基
地
局
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
小
型
の
無
線
基
地
局

に
附
帯
す
る
ア
ン
テ
ナ
、
配
管
及
び
配
線

　

二 

十
九　

Ｗ
Ｌ
Ｌ
方
式
の
導
入
に
伴
う
無
線
装
置
（
蓄
電
池
箱
を
除
く
。）
に
附
帯
す
る
ア
ン
テ
ナ
、
配
管
及
び
配

線

　

三 

十　

占
用
物
件
た
る
管
路
に
収
容
す
る
電
線
（
電
気
事
業
者
又
は
認
定
電
気
通
信
事
業
者
（
以
下
「
電
気
事
業
者

等
」
と
い
う
。）
が
設
け
る
も
の
又
は
電
気
事
業
者
等
が
当
該
管
路
を
所
有
す
る
他
の
電
気
事
業
者
等
と
共
有
す

る
も
の
に
限
る
。）
又
は
占
用
物
件
た
る
管
路
に
収
容
さ
れ
た
電
線
の
一
部
を
譲
渡
さ
れ
た
場
合
若
し
く
は
長
期

的
か
つ
安
定
的
な
使
用
権
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
提
供
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
一
部
の
電
線
（
電
気
事
業

者
が
使
用
す
る
も
の
に
限
る
。）
で
あ
っ
て
平
成
十
一
年
四
月
一
日
以
降
に
占
用
の
許
可
を
受
け
た
も
の

　

三 

十
一　

景
観
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
第
四
十
八
条
に
規
定
す
る
景
観
重
要
道
路
の
敷
地
内
の
現
に
存

す
る
占
用
物
件
（
同
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
景
観
計
画
（
以
下
「
景
観
計
画
」
と
い
う
。）
に
定
め
ら
れ

た
同
条
第
二
項
第
四
号
ハ
⑴
に
掲
げ
る
基
準
の
施
行
の
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
ま
で
の
占
用
料
が
納
付
さ
れ
て
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い
る
も
の
に
限
る
。）
の
う
ち
当
該
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
当
該
年
度
中
に
新
規
の
占
用
の
許
可
の
申
請
が
行

わ
れ
た
も
の
（
当
該
年
度
中
の
占
用
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

　

第
三
条
第
一
項
第
四
号
中
「
へ
い
」
を
「
塀
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
八
号
を
加
え
る
。

　

十 

一　

道
路
の
上
空
に
設
置
さ
れ
て
い
る
電
線
類
を
撤
去
し
、
道
路
の
地
下
に
埋
設
す
る
場
合
に
、
占
用
許
可
を
受

け
て
設
置
す
る
電
線
類
（
地
下
に
設
け
る
電
線
そ
の
他
の
線
類
と
し
て
占
用
料
を
徴
収
す
る
も
の
を
除
く
。）
及

び
こ
れ
ら
と
一
体
不
可
分
な
物
件
（
変
圧
器
等
の
地
上
機
器
を
含
む
。）　

条
例
に
定
め
る
占
用
料
の
九
分
の
八

に
相
当
す
る
金
額
を
減
じ
た
金
額　

　

十 

二　

既
存
の
架
空
線
が
な
い
道
路
に
お
い
て
、
道
路
の
占
用
を
行
う
際
に
当
初
か
ら
地
中
に
設
け
る
電
線
類
（
地

下
に
設
け
る
電
線
そ
の
他
の
線
類
と
し
て
占
用
料
を
徴
収
す
る
も
の
を
除
く
。）
及
び
こ
れ
ら
と
一
体
不
可
分
な

物
件
（
変
圧
器
等
の
地
上
機
器
を
含
む
。）　

条
例
に
定
め
る
占
用
料
の
九
分
の
八
に
相
当
す
る
金
額
を
減
じ
た

金
額

　

十 

三　

占
用
物
件
た
る
管
路
に
収
容
す
る
電
線
の
芯
線
（
電
気
事
業
者
等
が
設
け
る
も
の
又
は
電
気
事
業
者
等
が
当

該
管
路
を
所
有
す
る
他
の
電
気
事
業
者
等
と
共
有
す
る
も
の
に
限
る
。）
又
は
占
用
物
件
た
る
管
路
に
収
容
さ
れ

た
電
線
の
芯
線
の
一
部
を
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
一
部
の
電
線
の
芯
線
（
電
気
事
業
者
が
使
用
す
る
も

の
に
限
る
。）
で
あ
っ
て
平
成
十
一
年
四
月
一
日
前
に
占
用
の
許
可
を
受
け
た
も
の　

条
例
に
定
め
る
占
用
料
の

三
分
の
二
に
相
当
す
る
金
額
を
減
じ
た
金
額

　

十 

四　

一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
が
設
け
る
有
線
テ
レ
ビ
の
架
空
の
道
路
縦
断
線　

条
例
に
定
め
る
占
用

料
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
を
減
じ
た
金
額

　

十 

五　

公
安
委
員
会
が
設
置
す
る
交
通
信
号
灯
を
無
償
で
添
加
し
て
い
る
電
柱
又
は
電
話
柱
（
電
気
事
業
者
又
は
認

定
電
気
通
信
事
業
者
が
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。）　

条
例
に
定
め
る
占
用
料
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
を

減
じ
た
金
額

　

十 

六　

地
下
街
の
く
体
内
に
存
す
る
公
共
施
設
で
あ
る
機
械
室
、
洗
面
所
、
案
内
所
、
無
料
休
憩
所
、
保
安
要
員
詰

所
等　

条
例
に
定
め
る
占
用
料
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
を
減
じ
た
金
額

　

十 

七　

道
路
法
施
行
令
第
七
条
第
二
号
に
掲
げ
る
太
陽
光
発
電
設
備
若
し
く
は
風
力
発
電
設
備
又
は
都
市
再
生
特
別

措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
九
十
号
）
第
十
五
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の
（
こ
れ
ら
の
占
用
物
件
の
設

置
に
合
わ
せ
て
当
該
占
用
に
係
る
区
域
以
外
の
区
域
の
除
草
、
清
掃
そ
の
他
の
道
路
の
維
持
管
理
へ
の
協
力
が
行

わ
れ
る
場
合
の
も
の
に
限
る
。）　

条
例
に
定
め
る
占
用
料
の
十
分
の
九
に
相
当
す
る
金
額
を
減
じ
た
金
額

　

十 

八　

景
観
法
第
四
十
八
条
に
規
定
す
る
景
観
重
要
道
路
の
敷
地
内
の
現
に
存
す
る
占
用
物
件
の
う
ち
同
法
第
八
条

第
二
項
第
四
号
ハ
⑴
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
当
該
年
度
中
に
新
規
の
占
用
の
許
可
の
申
請
が
行
わ
れ

た
も
の
（
第
二
条
第
三
十
一
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除
き
、
当
該
申
請
に
係
る
許
可
の
期
間
が
五
年
以
内
の
も
の

に
限
る
。）　

条
例
に
定
め
る
占
用
料
（
当
該
物
件
が
前
各
号
に
掲
げ
る
占
用
物
件
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
こ
れ
ら
の
号
に
定
め
る
占
用
料
）
の
十
分
の
七
に
相
当
す
る
金
額
を
減
じ
た
金
額

　

第
四
条
第
二
項
中
「
道
路
法
」
の
下
に
「（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）」
を
加
え
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２ 　

改
正
後
の
道
路
占
用
料
規
程
は
、
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
以
後
に
徴
収
す
べ
き
占
用
料
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日

の
前
日
ま
で
に
徴
収
す
べ
き
占
用
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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